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特
集　
高
市
政
権
を
問
う
Ⅰ 

︱
政
権
と
排
外
主
義
︱ 外

国
人
労
働
者
を
締
め
出
す
高
市
政
権

高
市
政
権
は
、
こ
れ
ま
で
の
外
国
人
労
働
者
の

受
け
入
れ
を
徐
々
に
拡
大
す
る
方
針
か
ら
厳
し
く

制
限
す
る
方
針
に
転
じ
て
い
る
。
経
済
合
理
性
で

は
な
く
排
外
主
義
的
国
民
統
合
（「
日
本
人
フ
ァ
ー

ス
ト
」）
を
優
先
し
よ
う
と
す
る
。

高
市
は
言
う
。「
人
口
減
少
に
伴
う
人
手
不
足
の

状
況
に
お
い
て
、
外
国
人
材
を
必
要
と
す
る
分
野

が
あ
る
こ
と
は
事
実
で
す
。
し
か
し
、
一
部
の
外

国
人
に
よ
る
違
法
行
為
や
ル
ー
ル
か
ら
の
逸
脱
に

対
し
、
国
民
の
皆
様
が
不
安
や
不
公
平
を
感
じ
る

状
況
が
生
じ
て
い
る
」（
所
信
表
明
演
説
、
10
月
24
日
）。

し
か
し
、「
違
法
行
為
や
ル
ー
ル
か
ら
の
逸
脱
」
が

何
を
指
し
、
ど
れ
ほ
ど
あ
る
か
は
明
確
に
さ
れ
て

い
な
い
。
根
拠
の
な
い
憶
測
に
よ
る
多
く
の
誤
情

報
・
偽
情
報
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
氾
濫
し
て
い
る
。

曰
く
、
外
国
人
が
増
え
て
凶
悪
犯
罪
が
頻
発
し

治
安
が
悪
化
。
だ
が
、
実
際
に
は
外
国
人
は
こ
の

20
年
間
で
2
倍
近
く
増
え
た
が
、
そ
の
刑
法
検
挙

件
数
は
64
％
も
減
少
し
た
。
曰
く
、
生
活
保
護
の

3
分
の
1
は
外
国
人
が
受
給
。
だ
が
、
実
際
に

は
外
国
人
の
受
給
世
帯
は
4
万
７
３
１
７
世
帯
、

受
給
世
帯
全
体
の
わ
ず
か
２
・
９
％
、
1
ケ
タ
違

う
！ 

曰
く
、
外
国
人
の
国
保
料
未
納
が
年
間

４
０
０
０
億
円
。
実
際
の
未
納
額
は
日
本
人
を
含

外
国
人
労
働
者
な
し
に
は

経
済
も
生
活
も
成
り
立
た
な
い

白
川
真
澄

民
の
3
分
の
2
は
30
代
以
下
で
、
日
本
の
社
会
保

険
制
度
に
加
入
す
る
た
め
、
年
金
財
政
に
つ
い
て

外
国
人
が
多
い
ほ
ど
収
支
は
改
善
す
る
と
推
計
さ

れ
て
い
る
。
２
０
２
５
年
参
議
院
議
員
選
挙
で
喧

伝
さ
れ
た
「
外
国
人
た
だ
乗
り
論
」
な
ど
は
全
く

の
で
た
ら
め
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
見
た
よ
う
に
、

日
本
の
外
国
人
は
入
管
当
局
に
よ
っ
て
厳
し
く
管

理
さ
れ
、
在
留
期
限
付
き
の
形
で
滞
在
し
て
い

る
。
そ
し
て
１
９
８
０
年
代
ま
で
は
在
日
朝
鮮
人

が
願
っ
て
も
加
入
で
き
な
か
っ
た
社
会
保
険
に
逆

に
強
制
加
入
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
若
く
て
病

気
を
し
な
い
人
間
が
健
康
保
険
料
を
払
い
、
年
金

受
給
時
に
は
日
本
に
い
る
保
障
が
な
く
て
も
年
金

保
険
料
を
納
め
て
い
る
の
で
あ
る
（
年
金
に
つ
い
て

は
条
件
に
よ
り
脱
退
一
時
金
が
支
払
わ
れ
る
が
）。

「
永
住
」
と
い
う
在
留
資
格
に
つ
い
て
も
真
の

意
味
で
は
「
永
住
」
で
な
い
。
日
本
の
永
住
資
格

は
在
留
期
限
が
付
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
だ
け
の

意
味
で
あ
り
、
国
外
に
出
る
に
は
入
管
に
「
再
入

国
許
可
」
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
許
可

さ
れ
た
再
入
国
期
限
ま
で
に
日
本
に
戻
る
こ
と
が

で
き
な
け
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
の
在
留
資
格
を
失
う

こ
と
に
な
る
（
こ
れ
が
悪
用
さ
れ
た
の
が
、
１
９
８
０

年
代
の
外
国
人
登
録
法
の
指
紋
不
押
捺
に
対
す
る
「
再
入

国
不
許
可
」
処
分
で
あ
っ
た
）。
そ
し
て
日
本
で
生
ま

れ
た
、
永
住
資
格
者
の
子
に
つ
い
て
も
永
住
資
格

す
ら
保
障
さ
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
日
本
の
入
管
政
策
に
お
い
て
は
、

在
留
資
格
と
在
留
期
限
と
い
う
形
で
、
入
管
（
日

本
国
政
府
）
の
思
い
の
ま
ま
に
外
国
人
の
在
住
を

左
右
で
き
る
こ
と
が
基
本
的
な
問
題
で
あ
る
。
そ

し
て
日
本
の
必
要
に
よ
っ
て
必
要
な
「
労
働
力
」

と
し
て
日
本
に
入
れ
、追
い
出
さ
れ
る
。「
労
働
力
」

と
な
る
ま
で
の
基
礎
教
育
、
老
後
の
生
活
保
障
等

の
社
会
費
用
は
出
身
国
に
負
担
さ
せ
て
い
る
の
で

あ
る
。
一
方
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
外
国
人
に
は
日

本
に
駐
留
す
る
米
軍
人
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
彼

ら
は
日
本
の
入
管
法
の
外
で
自
由
に
行
動
で
き
る

の
で
あ
る
（
米
軍
基
地
か
ら
出
入
国
す
る
米
大
統
領
も

思
い
出
さ
れ
た
い
）。

＊
さ
ら
に
詳
し
く
学
び
た
い
方
は
、
在
日
本
朝
鮮
人

人
権
協
会
『
人
権
と
生
活
』
Ｖ
ｏ
ｌ
．
61
が
「
戦
後
日
本

の
在
日
外
国
人
政
策
と
そ
の
『
思
想
』
を
考
え
る
」
特

集
を
組
ん
で
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

（
さ
の
・
み
ち
お
／
元
大
学
教
員
）
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め
て
１
４
５
７
億
円
。国
保
加
入
の
外
国
人
は
４
・

０
％
、総
医
療
費
に
占
め
る
外
国
人
の
割
合
は
１
・

４
％
、
高
額
医
療
費
の
支
給
額
に
占
め
る
割
合
は

１
・
２
％
で
、
外
国
人
の
加
入
者
は
若
い
人
が
多

く
医
療
機
関
に
か
か
る
こ
と
が
少
な
く
、
外
国
人

の
支
払
う
保
険
料
が
日
本
人
の
医
療
費
を
支
え
て

い
る
。

多
く
の
政
党
が
こ
う
し
た
情
報
操
作
に
加
担
し

て
い
る
が
、
高
市
自
身
も
「
外
国
人
観
光
客
の
な

か
に
奈
良
公
園
で
鹿
を
蹴
り
上
げ
る
と
ん
で
も
な

い
人
が
い
る
」（
9
月
22
日
）
と
発
信
し
た
。
動
画

を
見
て
も
、
映
っ
て
い
た
人
が
外
国
人
か
ど
う
か

は
判
別
で
き
な
い
。

日
本
で
暮
ら
す
外
国
人
は
現
在
３
７
６
万
人
、

人
口
の
３
・
04
％
を
占
め
、
こ
の
10
年
間
で

１
６
１
万
人
増
え
た
。
う
ち
２
３
０
万
人
が
働
い

て
い
て
、
10
年
間
で
１
５
１
万
人
増
え
た
。
と
は

い
え
、外
国
人
の
数
と
割
合
は
、米
国
（
人
口
の
７
・

３
％
）
や
ド
イ
ツ
（
16
・
１
％
）
な
ど
に
比
べ
れ
ば

少
な
く
、
社
会
的
・
文
化
的
な
摩
擦
を
引
き
お
こ

す
水
準
に
は
達
し
て
い
な
い
。に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
外
国
人
問
題
」
が
突
如
と
し
て
争
点
に
浮
上
し

た
の
は
、
参
政
党
な
ど
に
よ
る
排
外
主
義
の
煽
動

の
せ
い
で
あ
る
。

そ
し
て
、
高
市
政
権
は
、
外
国
人
政
策
の
厳
格

化
を
打
ち
出
し
て
き
た
。
ま
ず
、
外
国
人
労
働
者

の
受
け
入
れ
を
制
限
す
る
。
す
な
わ
ち
１
２
３
万

人
の
上
限
、「
育
成
就
労
」（
技
能
実
習
生
）
43
万

人
と
「
特
定
技
能
」
80
万
人
を
27
年
か
ら
設
定

す
る
。
現
在
は
技
能
実
習
45
万
人
、
特
定
技
能

33
万
６
１
９
６
人
で
あ
る
。
ま
た
、
永
住
権
取
得

を
制
限
す
る
。
居
住
年
数
を
短
く
し
て
取
得
を
容

易
に
す
る
の
で
は
な
く
、国
籍
取
得
の
条
件
を「
居

住
10
年
以
上
」
に
厳
し
く
す
る
。
ま
た
「
日
本
語

能
力
」
を
要
求
す
る
。
あ
る
い
は
外
国
人
に
よ
る

土
地
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
取
得
を
厳
格
化
す
る
。

し
か
し
、「
移
民
」
を
認
め
な
い
ど
こ
ろ
か
、

受
け
入
れ
を
制
限
す
る
選
択
は
、「
日
本
人
」
と

し
て
の
情
緒
的
な
一
体
感
を
強
め
る
が
、
私
た
ち

の
生
活
と
経
済
の
危
機
を
加
速
す
る
極
め
て
危
う

い
選
択
な
の
で
あ
る
。

労
働
力
不
足
が
生
活
の
存
立
を
危
う
く
し
て
い
る

日
本
は
、
急
激
な
人
口
減
少
社
会
に
入
り
、
深

刻
な
労
働
力
不
足
に
陥
り
つ
つ
あ
る
。
必
要
な

モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
供
給
で
き
る
労
働
力
は
、

２
０
３
０
年
に
は
３
４
１
万
人
、
２
０
４
０
年
に

は
１
１
０
０
万
人
も
不
足
す
る
と
見
込
ま
れ
て

い
る
（
リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
）。
そ
の
た
め
、

経
済
は
成
長
で
き
な
く
な
る
。
現
在
で
も
潜
在
成

長
率
は
０
・
66
だ
が
、
２
０
３
０
年
以
降
は
ゼ
ロ

成
長
か
マ
イ
ナ
ス
成
長
が
避
け
ら
れ
な
い
。
大
和

総
研
の
予
測
で
は
、
２
０
４
０
年
度
に
マ
イ
ナ
ス

０
・
５
％
～
０
・
３
％
（
高
成
長
で
も
１
・
５
％
）。
政

府
の
楽
観
的
な
予
測
で
も
、
０
・
２
％
～
１
・
２
％

に
と
ど
ま
る
。

経
済
成
長
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
は
、
大
し
た

問
題
で
は
な
い
。
経
済
成
長
が
な
く
て
も
雇
用
や

福
祉
が
維
持
で
き
る
道
は
あ
り
う
る
か
ら
だ
。
最

大
の
問
題
は
、
人
手
不
足
に
よ
っ
て
私
た
ち
の
い

の
ち
や
生
活
基
盤
を
維
持
す
る
こ
と
が
不
可
能
に

な
る
こ
と
だ
。
す
で
に
、
労
働
力
不
足
か
ら
来
る

ケ
ア
や
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
崩
壊
の
危
機
が
進
行
し

て
い
る
。

例
え
ば
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
く

な
っ
て
い
る
。
若
者
が
介
護
の
仕
事
に
就
か
ず
、

逆
に
22
年
度
に
は
離
職
す
る
人
が
就
職
す
る
人
を

初
め
て
6
万
３
千
人
も
上
回
っ
た
。
と
く
に
訪
問

介
護
の
ス
タ
ッ
フ
が
足
り
な
く
な
っ
て
い
る
た

め
、
小
さ
な
事
業
所
が
ど
ん
ど
ん
潰
れ
て
い
る
。

介
護
保
険
料
を
払
っ
て
い
る
の
に
、
在
宅
で
介
護

を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
路
線
バ

ス
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
減
便
さ
れ
た
り
廃
止
さ
れ
て
い

る
。
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
の
た
め
、
都
市
部
で
も
路

線
バ
ス
が
減
り
、
住
民
が
買
い
物
や
病
院
に
通
う

こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
水
道
管
や
道
路
の

補
修
工
事
が
で
き
な
く
な
る
。
夜
間
に
建
設
工
事

に
携
わ
る
労
働
者
が
不
足
し
、
老
朽
化
し
た
水
道

管
の
補
修
工
事
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
、
あ
る
い
は
道

路
の
陥
没
事
故
を
予
防
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

労
働
力
の
不
足
率
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
25
・

３
％
、
商
品
販
売
24
・
８
％
、
ド
ラ
イ
バ
ー
24
・

２
％
、
建
築
・
土
木
22
・
０
％
、
医
療
従
事
者

17
・
５
％
、
接
客
・
調
理
15
・
１
％
で
あ
る
。
例
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え
ば
介
護
職
の
有
効
求
人
倍
率
は
３
・
94
倍
（
25

年
、
全
産
業
平
均
１・２
倍
）、
な
か
で
も
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
の
そ
れ
は
14
・
14
％
、
つ
ま
り
１
０
０
人
募

集
し
て
も
７
人
し
か
応
募
し
て
く
れ
な
い
状
況
で

あ
る
。

介
護
・
医
療
や
生
活
イ
ン
フ
ラ
な
ど
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
人
手
不
足
の
大
き
な
理
由
は
、

そ
の
仕
事
の
社
会
的
な
重
要
性=

価
値
に
ふ
さ
わ

し
い
報
酬
が
支
払
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
。

産
業
別
の
月
平
均
賃
金
（
24
年
）
は
、
金
融
業
が

41
・
０
万
円
、
情
報
通
信
が
39
・
１
万
円
、
製
造

業
が
31
・
８
万
円
に
対
し
て
、
医
療
・
福
祉
は
30
・

６
万
円
、
運
輸
は
30
・
４
万
円
で
あ
る
。
な
か
で

も
介
護
職
は
25
・
３
万
円
に
と
ど
ま
り
、
労
働
者

全
体
の
平
均
33
・
０
万
円
の
76
％
に
す
ぎ
な
い
。

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
不
足
を
補
っ
て

い
る
外
国
人
労
働
者

ケ
ア
や
生
活
イ
ン
フ
ラ
が
維
持
で
き
な
い
危

機
を
何
と
か
カ
バ
ー
し
て
く
れ
て
い
る
の
が
、

外
国
人
労
働
者
で
あ
る
。
彼
ら
／
彼
女
ら
は

２
３
０
万
２
５
８
７
人
、
全
就
業
者
（
６
７
８
１
万

人
）
の
３
・
７
％
を
占
め
る
。
29
人
に
１
人
が
外

国
人
労
働
者
で
、
16
年
前
の
１
１
２
人
に
１
人
か

ら
急
増
し
て
き
た
。

外
国
人
依
存
度
（
外
国
人
労
働
者
の
割
合
）
が
14

～
24
年
で
高
ま
っ
た
業
種
は
、
９
・
２
倍
の
建
設

業
、
介
護
な
ど
、
８
・
０
倍
の
医
療
・
福
祉
、
６
・

６
倍
の
漁
業
、
４
・７
倍
の
砂
利
採
取
業
、
４
・
６

倍
の
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
業
で
あ
る
。
と
り
わ
け

介
護
や
建
設
な
ど
の
分
野
で
高
ま
っ
て
い
る
。
ま

た
、
地
方
は
外
国
人
労
働
者
な
し
に
は
経
済
も
生

活
も
成
り
立
た
な
い
。
こ
の
10
年
間
で
依
存
度
が

高
ま
っ
た
地
域
は
、
４
・
６
倍
の
宮
崎
・
熊
本
・

和
歌
山
、
４
・
５
倍
の
青
森
、
４
・
３
倍
の
沖
縄
・

鹿
児
島
と
、
過
疎
に
苦
し
む
地
方
で
あ
る
。

私
は
一
昨
年
多
く
の
介
護
施
設
を
見
学
し
た

が
、
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
外
国
人
が
働
い
て

い
る
姿
に
出
会
っ
た
。
妻
が
入
所
し
て
い
る
現
在

の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
と
ミ
ャ
ン

マ
ー
か
ら
来
た
若
い
技
能
実
習
生
が
、
や
や
日
本

語
が
未
熟
と
は
い
え
、
熱
心
に
ケ
ア
し
て
く
れ
て

い
る
。

と
こ
ろ
が
、
外
国
人
労
働
者
は
、
低
賃
金
と
無

権
利
状
態
に
放
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
月
額
賃
金

は
24
万
２
７
０
０
円
。
日
本
の
労
働
者
の
平
均

賃
金
33
万
０
４
０
０
円
（
男
女
計
）
の
73
・
４
％
、

専
門
的
・
技
術
的
分
野
で
も
29
万
２
０
０
０
円
に

と
ど
ま
る
。
そ
し
て
、
非
正
規
雇
用
で
働
く
割
合

が
高
い
。

日
本
の
経
済
と
生
活
が
生
き
の
び
る
た
め
に

は
、
多
く
の
外
国
人
に
来
日
し
て
働
い
て
も
ら

う
必
要
が
あ
る
。
政
府
も
、
２
０
４
０
年
に
１
・

24
％
の
経
済
成
長
を
達
成
す
る
の
に
必
要
な
外

国
人
労
働
者
は
、
２
０
３
０
年
で
４
１
９
万
人
、

２
０
４
０
年
で
６
７
４
万
人
と
試
算
し
て
い
る

（
経
産
省
「
未
来
人
材
ビ
ジ
ョ
ン
」
22
年
5
月
）。

し
か
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
２
０
３
０
年
に
は

63
万
人
、
２
０
４
０
年
に
は
42
万
人
が
不
足
す
る

と
見
込
ま
れ
る
。「
移
民
」受
け
入
れ
を
明
言
し
て
、

永
住
権
取
得
の
容
易
化
や
家
族
の
呼
び
寄
せ
、
日

本
人
労
働
者
と
の
均
等
待
遇
、
日
本
語
教
育
の
無

償
で
の
拡
充
な
ど
待
遇
を
抜
本
的
に
改
善
し
な
け

れ
ば
、
外
国
人
労
働
者
も
日
本
に
来
て
く
れ
な
く

な
る
。

排
外
主
義
勢
力
が
覆
い
隠
す
ジ
レ
ン
マ

い
ま
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
待
遇
改
善
と
地

域
で
の
共
生
を
進
め
て
外
国
人
労
働
者
を
積
極
的

に
迎
え
入
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
高
市

や
参
政
党
な
ど
排
外
主
義
勢
力
は
、
経
済
成
長

（「
強
い
経
済
」）
を
め
ざ
し
な
が
ら
、
外
国
人
労
働

者
の
受
け
入
れ
を
制
限
す
る
政
策
に
転
じ
よ
う
と

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、経
済
合
理
性
よ
り
も「
国

民
統
合
」（「
日
本
人
フ
ァ
ー
ス
ト
」）
を
優
先
し
、
経

済
成
長
の
最
も
重
要
な
源
泉
で
あ
る
労
働
力
を
削

減
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の
解
き
が
た
い
ジ
レ
ン
マ

を
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
い
る
。

外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
を
規
制
す
る
「
日

本
人
フ
ァ
ー
ス
ト
」
は
、
し
か
し
、
多
数
派
の
支

持
を
得
て
い
る
。
朝
日
新
聞
の
世
論
調
査
（
25
年

10
月
）
で
は
、「
日
本
に
来
た
り
、
暮
ら
し
た
り
す

る
外
国
人
」
は
「
増
え
た
ほ
う
が
よ
い
」
26
％
、

「
減
っ
た
ほ
う
が
よ
い
」
56
％
。
高
市
政
権
の
「
外
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特
集　
高
市
政
権
を
問
う
Ⅰ 

︱
政
権
と
排
外
主
義
︱

国
人
に
関
す
る
政
策
を
厳
し
く
す
る
方
針
」
に
つ

い
て
は
「
期
待
の
方
が
大
き
い
」
66
％
、「
懸
念

の
方
が
大
き
い
」
24
％
で
あ
る
。

「
日
本
人
フ
ァ
ー
ス
ト
」
と
は
、
福
祉
排
外
主 

義
、
す
な
わ
ち
外
国
人
に
生
活
保
護
費
を
給
付
す

る
よ
り
も
日
本
人
の
生
活
向
上
に
税
金
を
優
先
し

て
使
う
べ
き
だ
と
い
う
発
想
で
あ
る
。
福
祉
排
外

主
義
は
、
福
祉
大
国
の
北
欧
諸
国
を
含
め
て
欧
州

で
は
極
右
政
党
を
躍
進
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
が
日

本
で
も
支
持
さ
れ
る
理
由
に
つ
い
て
、
参
政
党
幹

事
長
の
安
藤
裕
は
、「『
日
本
人
フ
ァ
ー
ス
ト
』
が

有
権
者
の
心
を
捉
え
た
理
由
」
は
、「
日
本
人
の

貧
困
化
」
に
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
（「
文
春
」
25

年
10
月
号
）。

た
し
か
に
多
く
の
人
び
と
が
生
活
に
強
い
不
安

を
抱
い
て
い
て
、
希
望
を
失
い
つ
つ
あ
る
。「
不

安
社
会
」
の
広
が
り
で
あ
る
。
日
銀
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
、
1
年
前
と
比
べ
て
「
暮
ら
し
向
き

に
ゆ
と
り
が
な
く
な
っ
て
き
た
」
と
感
じ
る
人
は

61
・
０
％
（
25
年
6
月
）
に
も
な
り
、
４
年
前
か
ら

24
・
７
％
も
増
え
て
い
る
。
内
閣
府
の
「
国
民
生

活
に
関
す
る
世
論
調
査
」（
24
年
８
月
）
で
は
、「
今

後
の
生
活
の
見
通
し
」
は
「
悪
く
な
っ
て
い
く
」

と
思
う
人
が
31
・
２
％
と
、「
良
く
な
っ
て
い
く
」

の
７
・
１
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

そ
こ
か
ら
、
多
く
の
人
び
と
が
漠
然
た
る
不
安

の
元
凶
を
外
国
人
の
増
大
に
見
出
し
敵
視
す
る
錯

視
に
捕
ら
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
広
が
る
「
不
安
社
会
」

こ
そ
、
福
祉
排
外
主
義
を
生
み
出
す
根
っ
こ
で
あ

る
。人

び
と
の
生
活
を
苦
し
く
さ
せ
、
不
安
を
感
じ

さ
せ
て
い
る
最
大
の
要
因
は
、
イ
ン
フ
レ
の
進
行

で
あ
る
。
２
％
を
超
え
る
物
価
上
昇
が
４
年
近
く

続
い
て
い
る
。
現
在
の
イ
ン
フ
レ
は
、
円
安
が
主

な
要
因
で
あ
る
。
円
安
の
せ
い
で
自
動
車
な
ど
輸

出
向
け
大
企
業
の
利
益
は
、
ト
ラ
ン
プ
関
税
の
圧

迫
に
も
か
か
わ
ら
ず
確
保
さ
れ
株
価
も
高
騰
し
て

い
る
。
だ
が
輸
入
に
過
度
に
依
存
す
る
食
料
品
の

値
上
が
り
を
招
い
て
、
個
人
消
費
を
停
滞
さ
せ
て

い
る
。
格
差
が
広
が
る
「
株
高
不
況
」
で
あ
る
。

高
市
政
権
は
、
円
安
イ
ン
フ
レ
を
止
め
よ
う
と

し
な
い
。
日
米
間
の
金
利
差
の
有
効
な
縮
小
に
乗

り
出
さ
な
い
だ
け
で
は
な
い
。
財
源
を
確
保
せ
ず

国
債
発
行
に
頼
る
「
積
極
財
政
」
は
、
財
政
悪
化

へ
の
不
安
か
ら
円
売
り
を
加
速
し
て
い
る
。

移
民
を
ど
う
処
遇
す
る
か
は
、
各
国
の
経
済
を

左
右
す
る
要
因
に
な
っ
て
い
る
。
米
国
は
、
先
進

国
の
な
か
で
相
対
的
に
高
い
経
済
成
長
（
２
・
３
％
、

10
～
23
年
）
を
維
持
し
て
き
た
。
大
量
の
移
民
を

迎
え
入
れ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
。だ
が
、

ト
ラ
ン
プ
の
移
民
締
め
出
し
政
策
に
よ
っ
て
逮
捕

を
恐
れ
て
仕
事
に
出
な
い
労
働
者
が
増
え
、
建
設

や
農
業
の
分
野
な
ど
で
は
人
手
不
足
が
起
こ
り
、

イ
ン
フ
レ
が
高
進
す
る
リ
ス
ク
が
生
じ
て
い
る
。

逆
に
、
ス
ペ
イ
ン
は
、
移
民
を
積
極
的
に
迎
え
入

れ
て
生
産
人
口
を
２
０
０
万
人
も
増
や
し
（
19
～

25
年
）、
３
・
２
％
（
24
～
25
年
）
と
い
う
高
い
経
済

成
長
を
達
成
し
て
い
る
。

韓
国
が
「
雇
用
許
可
制
」（
非
専
門
職
の
労
働
者
を

均
等
待
遇
で
受
け
入
れ
）
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
を
拡

大
す
る
な
ど
、
ア
ジ
ア
で
は
外
国
人
労
働
者
の
争

奪
戦
が
激
し
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
排
外

主
義
的
国
民
統
合
を
優
先
す
れ
ば
、
外
国
人
労
働

者
に
見
向
き
も
さ
れ
な
く
な
る
。
経
済
成
長
な
ど

で
き
な
く
て
も
よ
い
が
、
い
の
ち
や
生
活
を
守
ら

ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
排
外
主
義
と

た
た
か
い
、
外
国
人
労
働
者
を
迎
え
入
れ
、
地
域

で
共
生
す
る
こ
と
が
不
可
欠
の
課
題
と
な
る
。

（
し
ら
か
わ
・
ま
す
み
／
ピ
ー
プ
ル
ズ
・
プ
ラ
ン
研
究
所
）


	



